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ブ
レ
ア
政
権
の
メ
デ
ィ
ア
政
治

メ
デ
ィ
ア

• 
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
政
党
政
治
の
変
容

阪

野

智

は
じ
め
に

政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
特
に
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
相
が
、

一
九
九

0
年
代
以
降
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
大
方
の
異
論
は
な
い
。
例
え
ば
、

ノ
リ
ス
は
、
先
進
諸
国
に
見
ら
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
変
化
を
、
「
前
近
代
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
か

ら
一
:
近
代
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

へ
、
さ
ら
に
九

0
年
代
以
降
の

「
ポ
ス
ト
近
代
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

へ
の
転
換
と
捉
え
、
表

1
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
象
徴
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
を
は
じ
め
、
専
門
家
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
定

期
的
な
世
論
調
査
等
に
よ
り
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
メ
デ
ィ
ア
管
理
が
恒
常
化
・
ル

l
テ
ィ
ン
化
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

(
Z
。R
Z

N
C
C
C
一
口
吋
ム
含
)
。

も
っ
と
も
、
今
日
で
も
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
は
依
然
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
「
前
近
代
」
か
ら
「
ポ

ス
ト
近
代
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
と
単
線
的
な
発
展
過
程
を
辿
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
放
送
制
度
や
選
挙
制
度
、
政
治
体
制
の

相
違
等
に
よ
っ
て
、
「
ポ
ス
ト
近
代
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
具
体
的
諸
相
は
各
国
毎
に
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題

を
対
象
と
し
な
い
。
本
稿
の
主
眼
は
、

ブ
レ
ア
政
権
下
の
メ
デ
ィ
ア
政
治
に
焦
点
を
当
て
、
上
述
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
軸
と
し
た
キ
ャ



表 l 選挙キャンペーンの変化

前近代 近代 ポスト近代
19世紀中葉 1960年代初 1990年代
-1950年代 -1980年代末

キャンベーン分権的な 中央党組織 全国的に調整されている

組織 地方組織 が分権的な活動

準備期間 短期、アド・ホック 長期 恒常的キャンペーン

中央調整 政党リーダー 中央党本部 キャンベーン対策室
の主体 専門のコンサルタント

フィードパック地方個別訪問 不定期な世論調査 定期的世論調査
党集会 フォーカス・グループ

インターネット

メディア 党派的全国紙 テレビ放送 有線テレビ放送
地方ポスター ダイレクトメール
ノfンフレット
ラジオ

キャンペーン・地方の住民集会 ニュース管理 政治家・政府による
イベント 党首の地方遊説 毎日の記者会見 ニュース管理の日常化

コスト 低支出 中程度の支出 高支出

有権者 安定した社会的・ 社会的・党派的 社会的・党派的
党派的編成 脱編成 脱編成

出所:Norris 2000， p.138， Table 7.1. 
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直
接
向
か
い
合
う
形
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
政
党
政
治
の
人
格
化

G
o
g
g巴
町
民
百
ロ
)

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
政
権
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
政
治
的
指
導
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
イ
メ
ー
ジ
が
、
投
票
行
動
の
重
要
な
規
定
要
因
と
な
る
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向

に
着
目
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
政
治
の
大
統
領
制
化
(
官

g
広

g
g
E註
8
)
と
捉
え
る
議
論
が
台
頭
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
理
解
が
妥
当
か

ど
う
か
検
証
し
た
い
。
第
三
に
、

ブ
レ
ア
労
働
党
は
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
に
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
積
極
的
に

導
入
し
、
活
用
し
て
い
る
。
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
展
開
は
、
労
働
党
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
検
証
を
試
み

-こ、
)
O

J
f
l
v
 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化

具
体
的
な
テ

l
マ
の
考
察
に
入
る
前
に
、
九

0
年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
全
体
の
概
要
は
、

表

2
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
は
最
も
重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、

そ
の
傾
向
は
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。
表

2
に
よ
る
と
、
主
要
三
大
メ
デ
ィ
ア
の
内
、

テ
レ
ビ

を
ニ
ュ
ー
ス
の
最
も
重
要
な
情
報
源
と
答
え
た
人
は
、
九
七
年
で
は
七
割
以
上
に
も
及
ぶ
。

R
U
Q
U
P
U
-
i

、
B
B
C
2
、
I
T
V
の
三
チ
ャ

ン
ネ
ル
時
代
か
ら
、

C
H
4
 (
八
二
年
)
と

C
H
5
(
九
七
年
)

の
開
局
、

さ
ら
に
衛
星
・
ケ
ー
ブ
ル
放
送
や
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
関

始
に
よ
っ
て
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
九
八
年
に

B
B
C
が
二
四
時
間
ニ
ュ
ー
ス
の
放
送
を
開
始
、
∞
S
Z
O巧目、

I
T
N
の
各
局
が
そ
れ
に
続
い
た
。
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
二
四
時
間
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
時
代
の
中
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
ニ
ュ
ー

ス
展
開
に
政
党
が
い
か
に
迅
速
に
対
応
す
る
か
、
そ
の
必
要
性
が
以
前
に
も
ま
し
て
格
段
に
高
ま
っ
て
い
る
お
g
B
B色

N
C
S
…コ
cu

コヤ

コム一
E
E
N
c
o
w
-お)。



表 2 イギリスのメディア環境の変化

1979年 1997年

全国日刊紙

高級紙(1979年 4紙、 1997年 5紙) 発行部数(千部) 2，300 2，900 

頁数(概数・平均) 30 66 

中級タブロイド紙(2紙) 発行部数(千部) 4，100 3，400 

頁数(概数・平均) 36 90 

大衆向けタブロイド紙(3紙) 発行部数(千部) 8，400 7，600 

頁数(概数・平均) 30 46 

全国日曜版新聞

高級紙(1979年 3紙、 1997年4紙) 発行部数(千部) 3，300 2，900 

中級タブロイド紙(1979年 1紙、 1997年2紙)発行部数(千部) 3，000 3，300 

大衆向けタブロイド紙(3紙) 発行部数(千部) 12，000 8，600 

テレビ全国放送のチャンネル数

BBC 2 2 

独立・商業放送 3 

衛星・ケーブル放送のチャンネル数 多数

視聴占拠率(%) 12 

ラジオ全国放送局数

BBC 4 5 

独立・商業放送 4 

ラジオ地方放送局数

BBC 20 38 

独立・商業放送 19 207 

テレビ所有家庭の割合(%) 24 75 

週平均視聴時間(時間)

テレビ 18 26 

ラジオ 9 16 

BBC・ITVの週平均番組数(時間)

番組総数 256 562 

ニュース・時事 49 104 

ニュースの情報源(%)

テレビ 52 71 

新聞 33 14 

ラジオ 14 8 

テレビ放送における政治的偏向の認識(%)

(BBCとITVが当該政党に好意的な放送を行っ

ていると思う人の割合。左が BBC、右が ITV)

保守党 16/4 16/4 

労働党 3/6 7/9 

自民党 2/1 一/1

議会政治記者数(概数) 120 250 

出所:Seymour-Ure 2002， p. 120， Table 5.2より作成。

四



発行部数に占める党派別新聞の推移(%)図 l
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同

で
は
、
新
聞
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
2
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
過
去
二

O
年
の
聞
に
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
の
購
読
者
数
は
減
少
し
、
以
前

よ
り
も
二
倍
以
上
も
分
厚
く
な
っ
た
高
級
紙
の
購
読
者
が
増
加
し
て
き
て

い
る
。
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
は
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
ら
高
級

紙
は
、
事
実
の
報
道
よ
り
も
分
析
や
論
評
に
力
点
を
置
く
傾
向
に
あ
る

(∞
g
E
S
o
-
-
N
e
e
-
一
己
凶
)
。

そ
の
点
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新

聞
の
党
派
性
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
c

図
ー
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
長
く
続
い
た
全
国
紙
に
お
け
る
保
守
党
寄
り
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
は
、

九
七
年
総
選
挙
で
労
働
党
寄
り
に
一
変
し
た
。
し
か
し
、
転
向
の
象
徴
的

存
在
と
も
言
え
る
『
サ
ン
』
(
∞

g)
は
ブ
レ
ア
支
持
を
打
ち
出
し
た
だ
け

で
あ
っ
て
、
労
働
党
支
持
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、

労
働
党
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
対
し
て
は
、
反
対
の
姿
勢
を
一
貫
し
て
崩

し
て
い
な
い
。

そ
の
意
味
で
政
党
に
対
す
る
新
聞
の
支
持
は
、
状
況
依
存

的
な
も
の
で
あ
り
、
党
派
的
に
再
編

(
B佐
官
E
S丹

)

さ
れ
つ
つ
あ
る
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
脱
編
成
(
母
島
E
O
R
)
の
過
程
に
あ
る
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
九

0
年
代
初
期
以
降
、
新
聞
の
支
持
は
、
政
党
を
基
礎
と

し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
個
別
の
争
点
に
応
じ
て
批
判
的
、
攻
撃
的
な
姿

勢
を
と
る
な
ど
、
争
点
志
向
型
の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
(
同
己

E
N
C
S
一

五



-
U
凶
)
。
従
来
あ
っ
た
よ
う
な
政
党
に
対
す
る
新
聞
の
強
固
な
支
持
が
崩
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
政
党
側
に
と
っ
て
は
メ
デ
ィ
ア
管
理
が

ームA

ノ¥

一
層
複
雑
か
つ
不
確
実
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る

(∞
O
B
Z
'
C
B
N
C
C
M
L
N
工区)。

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
浸
透
は
、
情
報
量
の
拡
大
だ
け
で
な
く
情
報
源
の
多
様
化
を
も
た

3

り
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
イ

ン
タ

l
ネ
ッ
ト
世
帯
普
及
率
は
、
九
六
年
春
期
の
九
%
か
ら
九
九
年
春
期
の
二
二
%
へ
と
急
増
し
て
お
り

(
Z
。E
?
N
C
O
O
L
ぼ
W
4
与

-gN)、

今
後
一
層
上
昇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
対
し
て
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

メ
デ
ィ
ア
を
軸
と
す
る
キ
ャ

ン
ベ

l
ン、

メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
、

そ
れ
は
、
政
党
政
治
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
か
。
以
下
で
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

2 

ブ
レ
ア
政
権
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
政
治

第
二
次
大
戦
以
降
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
的
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
|

シ
ョ
ン

(司

5
8
E巴
B
D
)

の
重
視
と
い
う
点
で
、
ブ
レ
ア
労
働
党
は
一

つ
の
画
期
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
政
治
的
マ
!
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
活
用
を
は
じ
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ブ
レ
ア
労
働
党
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
型
の
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
手
法
を
徹
底
的

に
推
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
軸
と
す
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
本
格
化
し
始
め
る
の
は
、
保

守
党
が
大
手
広
告
代
理
屈
サ

l
チ
・
ア
ン
ド
・
サ

l
チ

(mmwa
。E
h
w

mmmw円
C
E
)

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
の
立
案
を
依
頼
し
た
七
九
年
総

選
挙
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
保
守
・
労
働
両
党
に
よ
る
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
活
用
と
い
う
点
で
、
九
二
年
総
選
挙
は
イ
ギ

リ
ス
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
史
上
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た

(切さ
-og色
。
江
田
同
町
田

Moo-
一

h
F
U

君
江
口

-mMoo-
一
お
)
。
ブ
レ
ア
労
働
党
に
よ
る



イギリス主要省庁の広報担当職員数の変化 1979-2001年(人数)

首相官邸 財務省

表3

内閣府貿易産業省内務省外務省国防省

12 6 38 27 19 58 1979 

12 6 77 25 17 34 1983 

13 6 11 67 33 13 34 1987 

9 6 10 62 37 20 36 1991 

13 10 13 69 43 22 36 1995 

16 12 14 67 50 30 47 1997 

30 

十150

17 

十 183

28 

+155 

77 

+103 

80 

+196 

51 

輸搾(%)

出所:Davis 2003， p.29， Table 2.1. 

+168 

87 

+50 

2001 

メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
は
、
八

0
年
代
以
降
の
こ
う
し
た
手
法
を
さ
ら
に
高

度
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
お
け
る
ブ
レ
ア
労
働
党
の
新
し
さ
は
、

ス
ピ
ン
・

ド
ク
タ
ー
を
中
心
に
据
え
、
政
策
の
内
容
そ
の
も
の
よ
り
も
、
政
策
を
い
か
に
売
り
込
む
t

か
と
い
う
、
政
策
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、

ブ
レ
ア
労
働
党
の
代
表
的
な
ス
ピ
ン
・
ド
ク
タ
ー
の
一
人
で
あ
る
マ
ン
デ
ル
ソ
ン

(
p
u
H
O同

宮
言
内
目
。

-mg)
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
政
策
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
本
質

か
ら
離
れ
た
、
皮
相
で
不
必
要
な
こ
と
だ
と
見
下
す
人
が
い
る
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な

い
。
政
府
の
政
策
を
分
か
り
ゃ
す
く
か
っ
魅
力
的
な
形
で
提
示
で
き
な
け
れ
ば
、
根
本
的

な
欠
陥
を
含
ん
で
い
た
り
、

間
違
っ
た
政
策
だ
と
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

(
司
ロ
呂
町
ロ
ロ

N
C
C
h
s

…=)。

ブ
レ
ア
政
権
が
い
か
に
広
報
戦
略
を
重
視
し
て
い
る
か
は
、
政
府
広
報
担
当
職
員
の
数

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
よ
う
。
表
3
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
主
要
省
庁

の
広
報
担
当
職
員
数
は
過
去
二

0
年
間
で
増
加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
特
に
ブ
レ
ア
政

権
期
で
の
増
加
が
著
し
い
。

同
様
の
傾
向
は
、
予
算
面
か
ら
も
窺
え
る
。
広
報
活
動
や
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

投
じ
ら
れ
た
政
府
支
出
額
は
、
九
七
年
度
の
約
一
億
ポ
ン
ド
か
ら
政
権
発
足
一
年
目
に
は

-
七
億
ポ
ン
ド
へ
、
さ
ら
に
二

0
0
0年
度
に
は
三
億
ポ
ン
ド
近
く
ま
で
急
増
し
て
い

七



る

こ
の
支
出
額
は
、
政
府
が
民
間
企
業
を
差
し
置
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
で
最
大
の
広
告
購
入
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た

(明

E
D
E
E

/¥ 

M
C
C
S
一
選
)
。
「
ブ
レ
ア
政
権
は
、
歴
代
の
い
か
な
る
政
権
に
も
ま
し
て
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
政
府
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
し
た
」
と
言
わ
れ

る
所
以
で
あ
る
(
回
忌
-
2
8
n日
開
。

g
g
m
F
N
。。M
一
M
M
)
。

イ
ラ
ク
大
量
破
壊
兵
器
の
脅
威
を
め
ぐ
る
ブ
レ
ア
政
権
に
よ
る
情
報
操
作
は
、

ブ
レ
ア
政
権
が
重
視
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問

題
性
が
、
戦
争
と
い
う
非
日
常
的
な
状
況
の
中
で
顕
著
に
露
出
し
た
象
徴
的
な
事
例
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
旧
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
情
報
操
作
の
最
大
の
要
因
は
、
情
報
機
関
に
よ
る
文
書
作
成
過
程
に
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
首
席
報
道
官
を
は
じ
め
と
し
て
首
相
官
邸

内
の
メ
デ
ィ
ア
担
当
者
が
直
接
関
与
し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
結
果
、
大
量
破
壊
兵
器
の
脅
威
を
で
き
る
限
り
強
調
し
た
い
と
考
え
る
首

相
官
邸
側
の
願
望
が
、
統
合
情
報
委
員
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
情
報
機
関
は
そ
の
願
望
を
支
え
る
論
拠
を
探
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

情
報
操
作
を
操
作
と
感
じ
な
い
ほ
ど
、
政
治
的
意
図
が
情
報
の
収
集
と
評
価
に
直
接
結
び
つ
く
構
造
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ブ
レ
ア
政
権
が
歴
代
の
政
権
に
も
ま
し
て
、

よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
中
心
政
治
の
陥
穿
と
言
い
換
え
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
(
阪
野
二

O
O
四)。

で
は
何
故
、

ブ
レ
ア
政
権
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
、
最
大
の

理
由
は
、
労
働
・
保
守
両
党
間
で
明
確
な
政
策
の
差
が
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
地
方
分
権
化
を
中
心
と
す
る
政
治
制
度
改
革
、
欧

州
統
合
へ
の
姿
勢
と
い
っ
た
政
治
制
度
に
関
わ
る
次
元
を
別
に
す
れ
ば
、
先
の
保
守
党
政
権
の
政
策
枠
組
を
基
本
的
に
継
承
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
ブ
レ
ア
労
働
党
と
保
守
党
と
の
聞
に
実
質
的
な
政
策
の
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
労
働
・
保
守
・
自
民
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
対
象
と
し
て
、
主
要
政
策
に
関
す
る
両
党
の
位
置
変
化
を
分
析
し
た
研
究
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
図

2
は、

一
九
九
二
年
か

ら
九
七
年
、
二

O
O
一
年
総
選
挙
へ
と
、
主
要
政
党
間
で
政
策
距
離
が
一
層
縮
小
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
政
策
距
離
の
縮
小
化
に
加
え
、
七

0
年
代
以
降
の
階
級
投
票
の
低
下
、
政
党
一
体
感
の
希
薄
化
も
背
景
要
因
と
し
て
あ
げ
ら



左-右次元における政党位置の変化
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ア
ル
フ
ォ
ー
ド
指
数
を
見
る
と
、

一
九
六
六
年
の
四
三
%
か

ら
、
九
七
年
に
は
二
O
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
る

(表

4
参
照
)
。
政
党

一
体
感
を
持
つ
有
権
者
の
割
合
は
、
六

0
年
代
以
降
ほ
と
ん
ど
変
化
し

て
い
な
い
と
は
言
え
、
著
し
く
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

し、
O 

そ
の
こ
と
は
、
非
常
に
強
い
一
体
感
を
持
つ
有
権
者
の
割
合
が
、

六

0
年
代
で
は
四
二
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

二
O
O
一
年
に
は

三
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
端
的
に
窺
え
る

(表
5
参
照
)
。

第
三
に
、
有
権
者
は
階
級
や
政
党
一
体
感
に
代
表
さ
れ
る

「
所
属
に

よ
る
投
票
」

(〈。件。。
H1σo-
。ロ
m-口
開
)

か
ら
、

「
判
断
に
基
づ
く
投
票
」

(
』
ロ
仏
関

E
S
E
-
〈
。
江
口
開
)

へ
と
大
き
く
切
り
か
え
つ
つ
あ
る
。
有
権
者
の

評
価
に
左
右
さ
れ
る
要
素
が
大
き
い
だ
け
に
、

し
か
も
政
策
の
内
容
に

大
差
が
な
い
と
す
れ
ば
、

な
お
さ
ら
の
こ
と
、
政
策
を
ど
の
よ
う
に
提

示
し
、
売
り
込
む
か
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

第
四
に
、
政
党
の
側
か
ら
言
え
ば
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
レ
ト

リ
ッ
ク
の
利
用
に
よ
る
差
異
化
の
試
み
に
他
な
ら
な
い
。
社
会
的
構
成

主
義
に
よ
れ
ば
、
主
体
の
選
好
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
既
定
の
も
の

と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
主
体
相
互
の
問
主
観
的
理
解
に
よ
っ

九



1964-2001年階級投票の推移表 4

1964 1966 1970 1974.2 1974.10 1979 1983 1987 1992 1997 2001 

23 

45 

2.7 

20 

46 

2.8 

27 

52 

3.4 

25 

49 

3.6 

25 

49 

3.8 

27 

55 

3.7 

32 

54 

4.8 

35 

55 

5.7 

32 

60 

4.3 

アルフォード指数(%)

絶対的階級投票指数(%) 63 

相対的階級投票指数 6.4 6.5 

注:各指標の計算式は下記の通り。

43 

66 

42 

各選挙年(%)
非肉体労働者肉体労働者

保守党 a c 
労働党 b d 

アルフォード指数 :d-b
絶対的階級投票指数 (a-b)+ (d-c) 
相対的階級投票指数(a/b)I (c/d) 

出所:Denver 2003， p. 69， Table 4.2より作成。

政党一体感を持つ有権者の割合(%)表 5

2001年1997年1964-66年(平均)

89 93 90 政党一体感

13 

73 

11 

16 

76 

15 

42 

81 

40 

非常に強い一体感

保守党・労働党への一体感

保守党・労働党への

非常に強い一体感

出所:Denver 2003， p. 74， Table 4.4. 

て
社
会
的
に
形
成
さ
れ
る
。
同
様
に
、

フ
レ

l
ミ
ン
グ
論

O 

に
よ
れ
ば
、
社
会
運
動
の
発
生
や
成
否
は
、
社
会
内
の
認

識
構
造
や
解
釈
枠
組
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、

ザ

l... 

う
し
た
枠
組
そ
の
も
の
が
主
体
の
戦
略
的
行
為
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
。
両
者
の
議
論
に
則
し
て
言
え
ば
、
政
党
は

有
権
者
の
判
断
基
準
と
な
る
認
識
・
解
釈
枠
組
自
体
を
構

築
・
再
構
築
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
政
党
に
よ
る

積
極
的
な
働
き
か
け
、
戦
略
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

余
地
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、

こ
う
し
た
構
築

の
過
程
は
レ
ト
リ
ッ
ク
と
切
り
離
し
て
議
論
で
き
な
い
。

労
働
党
は
、

一
九
八

0
年
代
後
半
以
降
の
政
策
革
新
を

積
極
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
よ
っ
て
有
権

者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。
現
実
に
政
策
革
新
が
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、

こ
こ
で
の
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な

の
は
、
政
策
革
新
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
有
権
者
に
効
果
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、

そ
う
し
た
認
識
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

「
も
し
政
党
が
党
の
政
策
に
関
す
る
有
権
者
の
信
念
を
変

え
る
よ
う
説
得
で
き
れ
ば
、
必
ず
し
も
政
策
を
転
換
し
な



く
と
も
、
政
党
は
有
権
者
の
支
持
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
自
足

5
8円

N
C
C
弁
凶
C
)

か
ら
で
あ
る
。
「
特
定
の
政
策
が
相
対
的
に

革
新
的
で
あ
る
と
思
う
こ
と
自
体
が
、

レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
、
か
つ
争
わ
れ
る
」
(
ま
丹

-S)
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
ブ
レ
ア
労
働
党
及
び
ブ
レ
ア
政
権
が
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
。

第
五
に
、

メ
デ
ィ
ア
、
特
に
新
聞
各
紙
の
政
党
に
対
す
る
安
定
的
な
支
持
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
図

1
に
明
ら
か
な

ょ，つに、

一
九
七
四
年
に
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
『
サ
ン
』
が
保
守
党
支
持
に
鞍
替
え
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
以
来
九
二
年
総
選
挙
に
至
る
ま
で
、

圧
倒
的
な
保
守
党
よ
り
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
が
続
い
た
。
就
中
、
九
二
年
総
選
挙
の
選
挙
戦
終
盤
で
保
守
党
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
が
、
労
働
党
と

キ
ノ
ッ
ク
党
首
に
対
し
て
激
し
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
、
労
働
党
は
圧
倒
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
。
だ
が

そ
の
後
、

ブ
レ
ア
の
党
首
選
出
以
降
、
労
働
党
の
積
極
的
な
メ
デ
ィ
ア
攻
勢
と
他
方
で
九
二
年
九
月
の
ポ
ン
ド

E
R
M
離
脱
に
よ
る
保
守

党
の
経
済
運
営
能
力
に
対
す
る
評
価
の
低
下
、

E
U
問
題
を
め
ぐ
る
保
守
党
の
深
刻
な
内
部
対
立
、
「
弱
い
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
メ

l
ジ
ャ

l
・

イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
「
強
い
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
「
ブ
レ
ア
効
果
」
も
加
わ
っ
て
、
九
七
総
選
挙
に
お
い
て
ブ
レ
ア
労
働
党
は
有
利
な
メ

デ
ィ
ア
環
境
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
聞
各
紙
の
労
働
党
へ
の
支
持
が
、
状
況
依
存
的
な
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、

一
転
し
て
批
判
的
、
攻
撃
的
な
姿
勢
に
変
わ
り
う
る
要
素
を
多
分
に
有
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
、

ブ
レ
ア
政
権
が
積
極
的
な
メ
デ
ィ
ア
攻
勢
に
執
劫
な
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
構
造
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

3 

首
相
官
邸
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集
権
的
統
制

ブ
レ
ア
政
権
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
心
を
な
す
の
が
、
首
相
官
邸
に
よ
る
政
府
広
報
戦
略
の
集
権
的
統
制
で
あ
る
。

ブ
レ
ア
は
九
七
年
の
政
権
発
足
以
来
、
広
報
部
門
を
中
心
に
首
相
官
邸
の
影
響
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
。

そ
の
た
め
に
と
ら
れ
た
の
が
、



外
部
の
人
材
を
特
別
顧
問
(
田
宮
巳
包
包
己
目
白
)
と
し
て
政
治
的
に
任
用
す
る
手
法
で
あ
る
。
特
別
顧
問
の
政
治
的
任
用
は
、

一
九
七
四
年

の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
権
に
さ
か
の
ぼ
り
、

サ
ッ
チ
ャ
!
・
メ

l
ジ
ャ

l
保
守
党
政
権
と
引
き
継
が
れ
、

ブ
レ
ア
政
権
に
よ
っ
て
一
段

と
整
備
拡
充
が
図
ら
れ
た
。

メ
!
ジ
ャ

l
政
権
期
に
八
人
だ
っ
た
首
相
官
邸
の
特
別
顧
問
は
、
九
七
年
の
守
フ
レ
ア
政
権
発
足
時
に
は
一
八

人
に
、

さ
ら
に
二

O
O
一
年
以
降
の
二
期
目
に
は
二
七
人
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
中
で
も
マ
ス
コ
ミ
出
身
者
が
、
多
く
任
用
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
。

首
相
官
邸
内
の
特
別
顧
問
は
、
次
の
四
つ
の
部
門
に
配
属
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
①
秘
書
室

Q
E
S古

O
B
g
)
一
首
相
官
邸
を
統

括
す
る
と
同
時
に
、
官
邸
と
各
省
庁
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
す
。
②
政
策
室

(
y
r
a
c
E
)
一
首
相
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
政
策
立
案
機

能
を
も
っ
。
③
報
道
室

(
p
o
E
C
B
g
)
一
首
相
の
代
理
と
し
て
一
日
二
回
の
定
例
記
者
会
見
を
行
う
な
ど
、
政
府
の
広
報
戦
略
を
一
手

に
担
う
。
加
え
て
、
各
省
庁
に
配
属
さ
れ
て
い
る
、
総
数
一

0
0
0人
を
超
え
る
広
報
担
当
職
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
政
府
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
(
。
。
5
5
5
0
R
E
F
S邑
g
s
ι
P
B
E
g
s
t
s
r
E
R
G
-
c
S
)
の
総
合
調
整
の
役
割
も
持

つ
。
④
政
務
室

(
F
E
E
S
-
O
B
g
)
一
与
党
党
首
と
し
て
の
首
相
を
補
佐
し
、
首
相
と
与
党
お
よ
び
議
会
と
の
連
絡
調
整
役
を
務
め
る
。

ブ
レ
ア
政
権
二
期
目
に
入
り
、
首
相
官
邸
内
ス
タ
ッ
フ
組
織
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

四
部
門
の
内
、
秘
書
室
と
政
策
室

カま

「
政
策
政
府
局
」

(U5220HO
え
ま
ロ
ミ
自
己
。
。
g
g
B
S
C
に
統
合
さ
れ
た
ほ
か
、
報
道
室
は

「
広
報
戦
略
局
」

3
5
2
2号
。
同

。。
SEEM-
。巴
5
5
8
ι
g
s
z
m
u
u
に
、
ま
た
政
務
室
は
「
政
府
政
治
関
係
局
」

3
5
2
2
m
g
色
。
。

5
5
5
0呈

ω
E
E
E
t
g
-
同
色
色
。
ロ
∞
)

に
名
称
変
更
、
改
組
さ
れ
た
。
(
∞

E
H
E
N
C
C円
台

)

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
特
別
顧
問
の
権
限
に
関
す
る
変
更
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
特
別
顧
問
は
政
策
の
助
言
者
に
と
ど
ま
り
、
官
僚
を
指

揮
す
る
権
限
を
も
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ブ
レ
ア
は
九
七
年
の
政
権
獲
得
直
後
に
公
務
員
に
関
す
る
枢
密
院
法
令
を
改
正
し
て
、
首
相

官
邸
に
勤
務
す
る
特
別
顧
問
の
う
ち
三
名
ま
で
に
官
僚
を
指
揮
す
る
権
限
を
付
与
で
き
る
こ
と
に
し
た
。
実
際
、

パ
ウ
エ
ル
首
席
補
佐
官



と
キ
ャ
ン
ベ
ル
首
席
報
道
官
に
こ
の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。

首
相
官
邸
内
に
置
か
れ
た
四
部
門
の
内
、
首
相
の
政
策
立
案
機
能
を
支
え
る
政
策
室
と
並
ん
で
、
プ
レ
ア
が
特
に
重
要
視
し
た
の
が
報

道
室
で
あ
る
。
報
道
官
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

サ
ッ
チ
ャ

1
政
権
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
首
席
報
道
官
イ
ン
ガ
ム

(回

OBRm凶

Emgs)
は
、
首
相
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
対
策
を
一
手
に
担
い
、
政
策
の
助
言
か
ら
サ
ッ
チ
ャ

l
の
テ
レ
ビ

出
演
の
細
部
に
至
る
ま
で
采
配
を
振
る
っ
た
。

fこ
だ

イ
ン
ガ
ム
は
官
僚
出
身
で
あ
り
、

そ
の
後
の
メ

l
ジ
ャ
!
政
権
に
お
い
て
も
首
席

報
道
官
は
官
僚
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
レ
ア
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
キ
ャ
ン
ベ
ル

S
E
E
-同
O
B
B
o口
)
を
政
治

的
に
任
用
し
、

し
か
も
官
僚
を
指
揮
す
る
権
限
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
破
格
の
待
遇
で
あ
り
、

い
か
に
プ
レ
ア
が
メ
デ
ィ
ア
対
策
を
重
要

視
し
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。

キ
ャ
ン
ベ
ル
は
ブ
レ
ア
の
首
席
報
道
官
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
一
手
に
引
き
受
け
た
。
し
か
も
、

ブ
レ
ア
の
最
も
信
任
厚
い
政
治
的

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
議
員
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
権
の
中
枢
に
位
置
し
、
「
事
実
上
の
副
首
相
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
。

サ
ッ
チ
ャ

l
政
権
時
の
首
席
報
道
官
で
あ
っ
た
イ
ン
ガ
ム
は
、
首
相
官
邸
に
出
入
り
し
て
い
た
が
、

大
臣
で
な
い
が
故
に
、
閣
議
に
列
席
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
は
閣
議
に
も
出
席
し
、

日
常
的
に
も
た
え

ず
ブ
レ
ア
と
行
動
を
共
に
し
た
。

キ
ャ
ン
ベ
ル
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
政
策
の
中
心
を
な
す
の
が
、
首
相
官
邸
に
よ
る
政
府
広
報
戦
略
の
一
元
的
管
理
統
制
で
あ
る
。
政
府
政

策
の
統
一
性
を
確
保
し
、
政
権
内
に
意
見
対
立
が
あ
る
か
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
す
る
こ
と
を
極
力
避
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
ブ
レ
ア
政
権
下
で
改
訂
さ
れ
た
新
し
い
『
大
臣
規
範
』
(
冨
庄
巴

05-

。ao)
で
は
、
大
臣
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
接
触
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
は
無
論
、
大
臣
が
発
表
す
る
政
策
の
内
容
、

さ
ら
に
政
策
発
表
の
時
期
や
形
態
に
つ

い
て
も
、
事
前
に
首
相
官
邸
報
道
室
の
承
認
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た

(
n
m
w
σ
5
2
0問
問
。
。
-
沼
市
当
一
色
)
。

つ
ま
り
、
各
省
庁
が
公



表
す
る
政
府
白
書
や
大
臣
の
演
説
、
記
者
発
表
は
す
べ
て
首
相
官
邸
報
道
室
、

し
た
が
っ
て
キ
ャ
ン
ベ
ル
首
席
報
道
官
の
統
制
下
に
置
か

四

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

一
九
九
八
年
一
月
、
首
相
官
邸
報
道
室
内
に
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
室
(
∞
g
g
m宮
内
。
E
5
5守
色

g
d良一
S
C
U
)

が
設
置
さ
れ
た
。

S
C
U
の
目
的
は
、
首
相
を
は
じ
め
各
大
臣
の
演
説
等
の
草
稿
作
成
を
支
援
す
る
ほ
か
、
各
省
庁
の
広
報
活
動
と
首
相

官
邸
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

S
C
U
は
、
向
こ
う
一
週
間
の
報
道
価
値
の
あ
る
出
来
事
を
記
し
た
予
定
表
(
通
称
∞
広
島
)
を

準
備
し
、
毎
週
木
曜
日
に
聞
か
れ
る
、
各
省
庁
の
広
報
局
長
か
ら
な
る
会
合
に
提
出
す
る
。
予
定
表
の
目
的
は
、
省
庁
間
の
記
者
発
表
に

お
い
て
予
期
せ
ぬ
食
い
違
い
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
首
相
官
邸
側
は

S
C
U
を
通
じ
て
、
各
省
庁
の
広
報
活
動
の

中
に
官
邸
側
が
強
調
し
た
い
と
考
え
る
政
策
テ
ー
マ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ
に

S
C
U
は
、
首
相
官
邸

報
道
室
へ
の
政
府
広
報
の
集
権
化
と
い
う
点
で
、
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た

(
明
冨
同
時
ロ
ロ

MCChF
一色。
'aH
一)。

S
C
U
を
中
心
と
す
る
首
相
官
邸
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集
権
的
統
制
を
可
能
と
し
た
の
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
デ

l
タ

ベ
ー
ス
の
導
入
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
政
権
は
、
報
道
価
値
の
あ
る
各
省
庁
の
予
定
を
統
一
的
に
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九
八
年
二

月
か
ら
〉
m
g含
と
い
う
情
報
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
た
ほ
か

(∞
o
-
0
2
n。
B
5
5
0
3甲
∞
一
〉
3

8円安
-
N
)
、
二

0
0
0年
一
月
か
ら
は

百
回
。
三
a
m
o
z
o
g。
片
付
と
い
う
最
新
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
開
発
し
た
。
関
口
。
色
。
品
開
。

z
o
z
o再
は
、
主
要
争
点
に
関
す
る
政
府
の
方
針
を
は

じ
め
、
大
臣
の
演
説
や
記
者
発
表
の
全
文
、
主
要
発
言
な
ど
を
入
力
し
て
お
り
、
各
省
庁
の
政
策
や
活
動
に
対
す
る
他
党
や
マ
ス
コ
ミ
か

ら
の
批
判
に
瞬
時
に
反
論
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
デ
ー
タ
は
選
挙
区
毎
に
分
類
で
き
る
と
い
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
政
治
情
報
の
デ
ー
タ
・
ベ
!
ス
化
が
、
政
府
広
報
上
の
利
便
性
・
効
率
化
と
い
う
以
上
に
、
優
れ
て
選
挙
対
策
の
意
味
を
併
せ
持
っ
て

い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

(回

m
w
B
3
8円

四

CmwσRMoo-一

E
C
u
m
g
B
B
oロ
Moo-一
凶

N
U
)

。

集
権
的
統
制
は
効
果
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
必
ず
し
も
統
制
が
徹
底
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ブ
レ
ア
首
相
と
ブ
ラ
ウ
ン
財
務
相
と



の
不
仲
説
を
は
じ
め
と
し
て
、
閣
僚
同
士
や
高
級
官
僚
と
特
別
顧
問
と
の
対
立
な
ど
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
発
覚
に
事
欠
か
な
い
。
特
に
問

題
に
な
っ
た
の
が
、
各
省
庁
で
政
治
的
に
任
用
さ
れ
た
特
別
顧
問
と
広
報
担
当
職
員
と
の
軌
蝶
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
政
権
の
「
大
臣
規
範
』

で
は
、
閣
内
大
臣
は
二
名
ま
で
特
別
顧
問
を
任
命
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、

メ
ジ
ャ
ー
政
権
期
に
は
総
数
三

O
人
で
あ
っ

た
各
省
庁
の
特
別
顧
問
は
、
九
七
年
の
ブ
レ
ア
政
権
発
足
時
に
は
五
三
人
に
増
大
し
た
。
し
か
も
、

そ
の
半
数
近
く
が
メ
デ
ィ
ア
関
係
の

活
動
に
従
事
し
て
い
た

(
E
E
N
C
S
Lな)。

各
省
庁
の
広
報
担
当
職
員
、
す
な
わ
ち

G
I
C
S
職
員
は
、
『
大
臣
規
範
』
に
従
っ
て
政
治
的
に
中
立
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
自
分

が
所
属
す
る
省
の
大
臣
以
外
の
議
員
や
報
道
機
関
と
の
接
触
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
特
別
顧
問
の
職
務
は
、
政
治
的
な

側
面
か
ら
大
臣
に
助
言
や
支
援
を
行
う
こ
と
に
あ
り
、
政
治
的
中
立
性
を
要
求
さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
議
員
は
無
論
、
政
党
職
員
と
接
触

し
た
り
、
報
道
機
関
に
対
し
て
省
の
方
針
を
表
明
し
た
り
で
き
る
。
各
省
庁
に
お
け
る
特
別
顧
問
の
多
用
は
、
特
別
顧
問
は
党
派
的
活
動
、

G
I
C
S
職
員
は
政
権
の
広
報
活
動
と
い
う
原
則
的
区
分
を
暖
昧
化
し
た
だ
け
な
く
、
各
省
庁
に
お
い
て
情
報
の
二
層
構
造
を
作
り
出
し

た。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
重
要
な
職
務
は
特
別
顧
問
に
割
り
当
て
ら
れ
、
広
報
担
当
職
員
に
は
日
常
的
な
業
務
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う

(
F
S
E
E
N
C
宝
R

ま)。

G
I
C
S
の

「
忍
び
寄
る
政
治
化
」

(
2
0
0
唱
E
m
唱。
-
E
2
8
E。
ロ
)
を
め
ぐ
っ
て
、
九
八
年
以
来
、
下
院
行
政
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査
が

幾
度
か
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
二

O
O
一
年
の
報
告
書
の
勧
告
に
基
づ
き
、
特
別
顧
問
の
職
務
や
地
位
を
規
定
し
た
『
特
別
顧
問
行
動
規

範
』
(
円
。
号
。
内
円
。
昆
S
Z
沙
門
凶
唱
。
包
包
〉
円
四
i
m
O
B
)

が
導
入
さ
れ
、
特
別
顧
問
は
、
「
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
を
擁
護
す
べ
く
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
第
六
項
)
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「
特
別
顧
問
は
、
報
道
機
関
に
対
し
政
府
政
策
に
関
す
る
大
臣
の
見
解
を
表
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
(
第
八
項
)
。
但
し
、
「
報
道
機
関
と
の
接
触
は
全
て
任
命
大
臣
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
第
九
項
)
と
さ

れ
た
。

一
五



も
っ
と
も
こ
れ
で
問
題
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
別
顧
問
と
広
報
担
当
職
員
と
の
軌
蝶
は
そ
の
後
も
絶
え
な
い
。
例
え
ば
、
二

一六

0
0二
年
二
月
、
交
通
省
の
ム

l
ア

(
旬
。
富
。
20)
特
別
顧
問
が
、
鉄
道
の
遅
れ
に
関
す
る
統
計
デ
l
タ
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
の
扱
い
を

小
さ
く
す
る
た
め
、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
王
女
の
葬
儀
が
行
わ
れ
る
二
月
一
五
日
に
合
わ
せ
て
発
表
す
る
よ
う
省
内
に
指
示
し
た
疑
惑
が
生
じ

た
。
疑
惑
を
リ
!
ク
し
た
の
が
同
省
の
シ
ク
ス
ミ
ス

(富山
E
Z
m
-
E
5
5
)
広
報
局
長
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
結
局
、
両
者
が
同
時
に
更
迭

さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
事
態
に
発
展
し
た
。

4 

イ
ギ
リ
ス
政
治
の
「
大
統
領
制
化
」
?

有
権
者
の
投
票
行
動
が
、
判
断
に
基
づ
く
投
票
、
就
中
、
業
績
評
価
投
票
の
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
旧
稿
で
も
明
ら
か
に
し

(
阪
野
一
九
九
九
)
。
九
七
年
総
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
の
勝
因
と
し
て
指
摘
し
た
次
の
三
つ
の
要
因
、
す
な
わ
ち
、
①

経
済
運
営
能
力
へ
の
評
価
、
②
政
治
指
導
者
へ
の
評
価
、
③
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
支
持
は
、
二
O
O
一
年
総
選
挙
に
も
妥
当
す
る
。
九
七

た
通
り
で
あ
る

年
選
挙
後
も
経
済
運
営
能
力
に
対
す
る
評
価
の
点
で
、
労
働
党
は
二

0
0
0年
九
月
の
燃
料
危
機
の
時
期
を
除
い
て
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
二

0
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
を
付
け
て
保
守
党
を
上
回
っ
て
い
た
。

ブ
レ
ア
へ
の
支
持
そ
の
も
の
は
九
七
年
以
降
、
下
降
傾
向
に
あ
っ
た
と
は

言
え
、
他
の
野
党
党
首
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い
人
気
を
得
て
い
た
。
例
え
ば
、
首
相
候
補
の
点
で
、

へ
イ
グ
と
答
え
た
者
が
二
O
%
前

後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ブ
レ
ア
は
平
均
し
て
五
O
%
前
後
と
他
の
追
随
を
許
し
て
い
な
い
。
政
党
の
経
済
運
営
能
力
へ
の
評
価
や
党
首

イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
、

そ
れ
を
流
布
す
る
の
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

日
刊
全
国
紙
の
内
、
発
行
部
数
で
見
た
場
合
、
二
O
O
一

年
選
挙
に
お
い
て
保
守
党
系
が
八
%
、

こ
れ
に
対
し
て
労
働
党
系
は
七
二
%
と
、
全
般
的
に
労
働
党
寄
り
の
姿
勢
は
、
九
七
年
選
挙
に
お

い
て
保
守
党
系
新
聞
の
大
半
が
労
働
党
支
持
に
鞍
替
え
っ
て
以
来
、
変
わ
っ
て
い
な
い

(同
E
m
M
O
O
M
一
-
-
P
d
z
o
凶
・
ア
コ
P
E
m号
。
斗
・
f



同
市
川

N
U

出
羽
肖
O

J
可
・

h
F
)

。

上
記
の
三
要
因
の
内
、

メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
本
稿
の
観
点
か
ら
特
に
問
題
に
し
た
い
の
が
、
政
治
指
導
者
へ
の
評
価
で

あ
る
。
政
治
指
導
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
イ
メ
ー
ジ
が
、
投
票
行
動
の
重
要
な
決
定
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
を
捉
え
て
、
政
治
の

「
人
格
化
」
と
概
念
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

さ
ら
に
、

こ
う
し
た
傾
向
と
連
動
し
つ
つ
、
特
に
議
会
選
挙
に
お
け
る
党
首
の
影
響
力
・
比

重
の
増
大
を
「
大
統
領
制
化
」
と
捉
え
る
研
究
が
現
れ
て
き
て
い
る

(明。
-o可
-
沼
市
w
u
u

明。
-ou『

M
C
C
C山

Y
向ロ
mvm凶ロ
N
C
C
C
U

唱。
m己一ロ件付
o
m
wロ
円
目
玉
、
。
σ
σ

M
C
C凶
)
。

大
統
領
制
化
と
は
、
議
会
制
度
と
い
う
制
度
構
造
自
体
を
改
革
し
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
態
面
に
お
い
て
大
統
領
制
的
な
要
素

を
強
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

ポ
グ
ン
ト
ケ
と
ウ
エ
ッ
ブ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
の
大
統
領
制
化
は
、

執
政
部
、
政
党
、
選
挙
過
程
と
い
う
三
つ
の
側
面
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
守

8
5
5
8仏
当
号
σ
M
C
C
U
一
ム
・
ご
)
。
以
下
の
本

稿
で
は
、
首
相
な
い
し
党
首
が
他
の
ア
ク
タ
ー
か
ら
ど
の
程
度
自
律
し
、
権
力
資
源
を
保
有
・
拡
大
し
て
い
る
か
と
い
う
、
執
政
部
や
政

党
の
側
面
に
お
け
る
大
統
領
制
化
で
は
な
く
、
選
挙
過
程
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
進
め
た
い
。

選
挙
過
程
に
お
け
る
大
統
領
制
化
は
、
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
側
面
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
選
挙
キ
ャ
ン
ペ

1

ン
に
お
け
る
党
首
ア
ピ
ー
ル
の
強
調
、
②
党
首
に
焦
点
を
当
て
た
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
報
道
、
③
投
票
行
動
に
対
す
る
党
首
効
果
の
増
大
、

で
あ
る
(
H
M

。
唖
旨
持

0
8仏
君
。
『
ゲ

M
C
C凶
一

-
C
E
-
-
)

。
こ
れ
ら
三
つ
の
側
面
に
お
い
て
、

イ
ギ
リ
ス
の
選
挙
過
程
は
大
統
領
制
化
し
つ
つ
あ
る

と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
八
七
年
総
選
挙
で
労
働
党
が
キ
ノ
ッ
ク
党
首
を
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
心
に
据
え
て
以
来
、

各
党
と
も
党
首
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
概
ね
次
の
二
つ
の
方
法
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
第
一
は
、
党

首
の
行
動
を
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
聞
、
雑
誌
等
、
各
種
の
活
字
媒
体
に
お
い
て
、
絶
え
ず
ブ

七



レ
ア
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
写
真
が
登
場
す
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
有
権
者
と
交
流
す
る
守
フ
レ
ア
の
姿
が
必
ず
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

/¥ 

で
報
道
さ
れ
る
よ
う
、
党
首
の
記
者
会
見
、
地
方
遊
説
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
入
念
に
調
整
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
る
。
第
二
は
、

党
の
選
挙
宣
伝
に
お
い
て
党
首
を
中
心
に
据
え
、
指
導
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
・
魅
力
を
訴
え
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連

し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
八
七
年
総
選
挙
に
お
い
て
労
働
党
が
映
画
『
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
』
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
ハ
ド
ソ
ン

(
同
居
間
町

出
足
∞
。
ロ
)
監
督
に
、
『
キ
ノ
ッ
ク
』

(
E
5
2
R
)
と
題
す
る
、
党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
政
党
選
挙
放
送
(
宮
ミ

。-
R
E
S
σ
8
0
色。
gz)
を
制
作
依
頼
し
、
放
映
し
た
こ
と
で
あ
る
。
以
来
、
ブ
レ
ア
、

メ
l
ジ
ャ
!
と
党
首
に
焦
点
を
当
て
た
政
党
選
挙
放

送
が
制
作
、
放
映
さ
れ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
側
も
、
党
首
に
焦
点
を
当
て
た
報
道
を
展
開
し
て
い
る
。
九
七
年
総
選
挙
に
お
い
て
労
働
党
支
持
に
切
り
か
え
た
大
衆
紙

『
サ
ン
』
が
、
九
七
年
三
月
一
八
日
付
紙
面
の
第
一
面
で
、
「
サ
ン
は
ブ
レ
ア
を
支
持
す
る
」

(叶
F
o

∞
g
国
営
宮
田
宮
町
)
と
の
見
出
し
を
掲

載
し
た
の
は
、

そ
の
顕
著
な
例
で
あ
ろ
う
。
活
字
メ
デ
ィ
ア
以
上
に
放
送
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
党
首
へ
の
注
目
度
は
一
層
際
立
っ
て
く
る
。

表

6
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
例
え
ば
二

O
O
一
年
総
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
全
国
放
送
で
、
フ
レ
ア
は
ブ
ラ
ウ
ン
の

五
倍
近
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
同
様
の
傾
向
は
野
党
党
首
の
場
合
で
も
変
わ
ら
な
い
。

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
過
程
で
党
首
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
テ
レ
ビ
の
影
響
力
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
と

ラ
ジ
オ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五
九
年
総
選
挙
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
テ
レ
ビ
報
道
さ
れ
て
以
来
、

イ
ギ
リ
ス
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
を
占
め
て
い
た
の
は
新
聞
で
あ
り
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
は

テ
レ
ビ
は
選
挙
報
道
の
み
な
ら
ず

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
従
来
、

政
治
報
道
の
最
も
重
要
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
二

O
O
一
年
五
月
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、

テ
レ
ビ
を
最
大
の
情
報
源
と
回
答

し
た
者
が
四
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

日
刊
紙
と
回
答
し
た
者
は
二
八
%
に
過
ぎ
な
い

(君。同
8
回
件
。
片
言
内
山
富
。
邑
目
。
吋
O
N
C
C
】
一
志
斗
)
。

新
聞
に
代
わ
っ
て
テ
レ
ビ
が
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
流
と
な
る
に
伴
い
、
「
絵
に
な
る
」
党
首
が
中
心
と
な
る
傾
向
は
避
け
難
い



表 6テレビやラジオのニュースで取り上げられた政治家(回数)

BBCl ITV C4 C5 R4 計

労働党

Blair 101 89 30 26 98 344 

G. Brown 28 17 6 5 21 77 
Milburn 11 5 3 3 11 33 

S仕aw 11 6 2 5 25 

Prescott 4 6 7 6 23 

Darling 7 3 3 3 5 21 

Boateng 3 l 2 6 

Short 2 3 6 

Woodward 2 2 6 

35 others 10 17 17 5 14 63 

保守党

Hague 103 87 29 28 112 359 

Portillo 22 29 9 4 21 78 

Thatcher 7 10 5 4 10 36 

Widdecombe 12 9 3 6 31 

Maude 6 5 4 2 6 23 

Ancram 5 4 4 2 4 19 

Fox 4 2 6 14 

Tapsell 6 2 l 3 12 

M司or 4 3 3 12 

Ri仕ind 6 2 8 

Lansley 2 2 3 7 

37 others 8 8 10 2 18 36 

自民党

Kennedy 93 92 31 30 103 349 

Hughes 13 10 3 10 37 

Campbell 5 2 2 37 

Bruce 2 2 3 7 

Harvey 4 2 7 

Taylor 3 2 6 

32 others 9 18 23 50 

他党

Swinney(SNP) 18 15 5 4 25 67 

Wyn jones(PC) 7 7 l 7 23 

Trimble(UU) 5 3 10 

Farage(UKIP) 2 3 3 9 

Adams (SF) 2 2 6 

58 others 27 12 18 12 37 106 

出所 Harrison2002， p. 140， Table 8.4. 

九



と
言
え
よ
う
。

二
O

で
は
、
党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
研
究
者
の
間
で
も
見

解
は
一
致
し
て
い
な
い
。
党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
投
票
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
主
張
す
る
研
究
が
あ
る
一
方
で
、
否

定
的
な
結
論
に
立
つ
研
究
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
近
年
の
パ

l
ト
ル
と
ク
リ
ュ

l
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、

九
七
年
総
選
挙
に
関
す
る
三
つ
の
選
挙
研
究
の
調
査
デ

i
タ
を
基
に
、
プ
レ
ア
や
メ

l
ジ
ャ
!
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
選
挙
結
果
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
二
変
数
相
関
分
析
と
多
変
量
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
検
証
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
大
方
の
予
想
に
反
し
て
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
、
面
倒
見
の
良
さ
、
決
断
力
と
い
っ
た
ブ
レ
ア
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
個
人
の
投
票
行
動
や
選
挙
結
果
に
ほ
と
ん
ど
影

響
を
与
え
て
い
な
い
と
結
論
マ
つ
け
て
い
る

(回
mw
立
-
o
m
wロ
門
戸
内

5
4司。
N
O
O
N
)

。

パ
ー
ト
ル
と
ク
リ
ュ

i
の
研
究
は
、
投
票
行
動
に
対
す
る
党
首
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
直
接
的
影
響
を
計
量
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、

党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
政
党
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
や
そ
れ
を
経
た
形
で
投
票
行
動
に
与
え
る
間
接
的
影
響
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
い
な

し、。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
党
や
メ
デ
ィ
ア
が
党
首
を
強
く
打
ち
出
し
た
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
大
方
の
予
想
と

は
裏
腹
に
、
何
故
党
首
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
投
票
の
重
要
な
決
定
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
か
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

5 

政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開

ブ
レ
ア
労
働
党
に
よ
る
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
核
を
な
し
て
い
る
の
が
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
積
極
的
活
用
で
あ
る
。
労
働

党
の
場
合
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
六
四
年
総
選
挙
に
向
け
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
党
首
期
に
遡
る
と
言
わ
れ
る
が
、



本
格
的
に
活
用
さ
れ
始
め
る
の
は
、

キ
ノ
ッ
ク
党
首
期
の
八
七
年
総
選
挙
か
ら
で
あ
る

(当
g
m
N
c
c
u
ム
ム
七
∞
)
。
ブ
レ
ア
労
働
党
の
特
徴

は
、
宮
・
守
ω宮
司
。
ロ
呼
ば
れ
る
党
独
自
の
世
論
調
査
や
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
政
策
形
成
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
の
中
心
に
据
え
た
点
に
あ
る
。
九
七
年
総
選
挙
に
向
け
た
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
の
展
開
を
例
に
と
っ
て
、

そ
の

一
端
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

九
七
年
総
選
挙
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
九
二
年
総
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
の
敗
因
分
析
と
そ
の
た
め
の
定
性
的
世
論
調
査
か
ら

開
始
さ
れ
た
。
九
二
年
総
選
挙
の
最
大
の
敗
北
者
は
世
論
調
査
機
関
で
あ
る
と
榔
撤
さ
れ
る
ほ
ど
、
各
種
世
論
調
査
機
関
に
よ
る
世
論
調

査
は
、
保
守
党
勝
利
と
い
う
選
挙
結
果
を
予
測
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
代
表
さ
れ
る
定
性
的
調

査
が
選
挙
分
析
の
手
法
と
し
て
改
め
て
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
選
挙
後
早
く
も
労
働
党
の
ラ
デ
ィ
ッ
チ

(全一
g
E
E
8
)
議
員

が
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
と
共
同
の
形
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
に
居
住
す
る
こ
五
|
五

O
歳
の
有
権
者
を
対
象
に
、

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
は
、
九
二
年
九
月
に

た
め
ら
い
つ
つ
も
結

局
保
守
党
に
投
票
し
た
理
由
を
探
る
べ
く
、

発
表
さ
れ
た
『
南
部
の
不
快
』

(
r
g
Z
B
u
z
g
B
Fコ
)
と
題
す
る
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
ラ
デ
ィ
ッ
チ
は
、

こ
の
地
域
の

有
権
者
の
過
半
数
を
占
め
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
や
裕
福
な
熟
練
労
働
者
の
価
値
意
識
と
労
働
党
の
主
張
と
の
聞
に
大
き
な
ズ
レ
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
有
権
者
の
選
好
に
適
合
し
た
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た

(-Nmwa-8 

-
沼
市
W

M

)

。
党
の
側
で
も
、
世
論
調
査
の
専
門
家
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
l
ル
ド

(
出
庄
司
。
。
巳
仏
)
が
、
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
労
働
党

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
(
。
。
巳
仏
右
唱
∞
R

U

)

。

そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
調
査
結
果
を
基
に
、
ブ
レ
ア
労
働
党
は
九
四
年
の
年
次
党
大
会
で

「
新
し
い
労
働
党
、
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
」

(
Z
O
者

zt。ロア
Z
0
4
そ
回
忌
包
ロ
)
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
な
ど
、
新
し
さ
を
全
面
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま
さ
に
労
働
党
は
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し

て
、
「
新
し
い
労
働
党
」

2
0当

E
g耳
)
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
選
挙
市
場
に
お
い
て
売
り
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
る

(
同
己
E
M
C
C凶
一

E
1
3
0



党
規
約
第
四
条
の
改
訂
、
公
有
化
条
項
の
廃
棄
は
、

そ
の
象
徴
的
意
味
を
も
っ
た
。

一
連
の
政
策
転
換
の
成
果
は
、
九
六
年
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
草
案
、
九
七
年
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
へ
と
集
約
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
問
、
有
権
者
の
反
応
を
調
査
す
べ
く
、
政
策
案
は
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
事
前
テ
ス
ト
を
幾
度
も
受
け
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
政
策
案
が
修
正
、
再
修
正
さ
れ
る
。
し
か
も
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
卜
が

公
表
さ
れ
る
ほ
ぼ
一
年
前
か
ら
、
教
育
、
若
年
犯
罪
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
若
年
失
業
、
財
政
規
律
と
い
っ
た
最
重
要
政
策
領
域
に
関

し
て
、
党
は
五
つ
の
公
約
を
簡
略
化
し
た
形
で
掲
げ
、
有
権
者
へ
の
浸
透
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
ブ
レ
ア
労
働
党
は
、
標
的
を
絞
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
(
冨
指
2
B
R
Z苦
悶
)
を
効
果
的
に
利
用
し
た
。
選
挙
の
二
年
前

か
ら
、
激
戦
区
を
中
心
と
す
る
九

O
の
選
挙
区
に
標
的
を
絞
り
、
各
選
挙
区
毎
に
抽
出
さ
れ
た
五

0
0
0人
に
対
し
て
、
戸
別
訪
問
や
電

話
等
に
よ
っ
て
定
期
的
に
接
触
し
、
労
働
党
へ
の
支
持
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
選
挙
広
告
は
、
労
働
系
の
広
告
代
理
屈
で
あ
る
回

g
g

玄
g
∞
-
H
E
g
-
-
E
(
B
M
P
)
社
に
委
ね
ら
れ
た
。
世
論
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
に
合
わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
、
激
戦
区
に

お
け
る
「
浮
動
層
」
(
新
た
に
労
働
党
支
持
者
に
な
る
可
能
性
の
高
い
有
権
者
)

に
対
象
を
絞
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
意
図
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
ブ
レ
ア
労
働
党
は
、
市
場
調
査
に
よ
っ
て
消
費
者
た
る
有
権
者
の
ニ

l
ズ
を
確
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
製
品
(
政
策
)

を
開
発
し
、
事
前
テ
ス
ト
を
重
ね
て
適
切
な
製
品
に
作
り
上
げ
、
最
終
的
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
上
で
供
給
す
る

と
い
う
戦
略
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た

(
F
o
g
'冨
母
国
F
E
S
H
M
o
o
-
一
-
2
ムヨ)。

で
は
、

ブ
レ
ア
労
働
党
に
よ
る
こ
う
し
た
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
は
、
政
党
政
治
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

論
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
以
下
の
四
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
の
論
点
は
、
ブ
レ
ア
労
働
党
を
「
市
場
志
向
型
政
党
」
(
宮
町
}
注
目

0
5
E
a
3
3
)
の
典
型
的
な
一
例
と
捉
え
る
こ
と
に
関
わ
る
。

リ
ー
ス
l

マ
l
シ
ュ
メ
ン
ト
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
概
念
を
政
党
に
適
応
し
、
「
製
品
志
向
型
政
党
」
(
司
B
含

2
E
0
5
E
a
3
3
)、
「
販
売
志

向
型
政
党
」
(
∞
包

o
m
E
0
5
E
a
3
3
)、
「
市
場
志
向
型
政
党
」
と
い
う
三
つ
の
政
党
類
型
を
モ
デ
ル
化
し
て
い
る
。



各
モ
デ
ル
の
趣
旨
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
製
品
志
向
型
政
党
」

で
は
、
政
党
が
最
良
と
考
え
る
製
品

(
政
党
の
行
動
・
政
策
)
を
開
発
し
、
提
供
す
れ
ば
、
選
挙
市
場
の
消
費
者
(
有
権
者
)
は
そ
れ
を
理
解
し
、
支
持
を
与
え
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
販
売
志
向
型
政
党
」

は
、
販
売
戦
略
に
焦
点
を
当
て
る
。
良
き
製
品
で
あ
る
こ
と
が
自
動
的
に
消
費
者
の
購

買
意
欲
を
促
す
わ
け
で
は
な
い
。
広
告
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
よ
っ
て
、
良
き
製
品
で
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
説
得
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
合
意
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

そ
し
て
、
「
市
場
志
向
型
政
党
」
は
、
市
場
情
報
か
ら
消
費
者
の
ニ

l
ズ
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
基

に
製
品
を
開
発
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
を
駆
使
し
て
選
挙
市
場
に
売
り
込
む
。
消
費
者
が
製
品
を
購
入
す
る
、

つ
ま
り
政
党
の
行
動
や

政
策
に
有
権
者
が
支
持
を
与
え
れ
ば
、
政
党
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
成
功
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
製
品
が
消
費
者
の
手
に
届
け

ら
れ
な
い
限
り
、

一
連
の
過
程
は
完
結
し
た
と
は
言
え
な
い
。
「
引
渡
」

(
ι
o
E
5
q
)
、
す
な
わ
ち
公
約
の
実
行
と
有
権
者
の
満
足
度
が
、
政

治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
否
を
最
終
的
に
決
め
る
と
さ
れ
る
(
円
。

g'冨
向
島
目
。
旦

M
o
o
-
一
M
∞ム同)。

リ
ー
ス

マ
i
シ
ュ
メ
ン
ト
は
、

「
市
場
志
向
型
政
党
」
を
今
日
の
選
挙
市
場
に
も
っ
と
も
適
合
的
な
政
党
モ
デ
ル
と
捉
え
て
い
る
。
良

い
製
品
を
生
産
す
れ
ば
、
確
実
に
売
れ
る
と
い
う
時
代
は
既
に
終
わ
っ
た
。
販
売
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
市
場
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

情
報
を
基
に
、

そ
れ
に
適
合
し
た
製
品
を
作
り
替
え
る
と
い
う
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、
選
挙
に
勝
利
で
き
な
い
。
ブ
レ
ア
労
働
党
も
、

典

型
的
な
「
市
場
志
向
型
政
党
」

で
あ
る
と
は
言
え
、
「
引
渡
」

の
局
面
が
不
完
全
で
あ
り
、
擬
似
「
市
場
志
向
型
政
党
」
に
な
り
う
る
可
能

性
も
否
定
し
き
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る

(
F
0
2
2富
民
∞
官
g
E
N
C
C
M
一
念

's-∞f
N

C
∞E
M
S
)

。

確
か
に
ブ
レ
ア
政
権
一
期
目
の
終
盤
に
お
い
て
、
医
療
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
は

強
か
っ
た
D

実
際
、

二

0
0
0年
八
月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
保
険
サ
ー
ビ
ス

(
N
H
S
)
 の
改
革
ロ
に
つ
い
て
は

五
八
%
の
人
が
、
ま
た
公
共
交
通
の
質
の
改
善
に
つ
い
て
は
七
O
%
の
人
が
、
「
ブ
レ
ア
政
権
は
そ
の
目
標
を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
答
え

て
い
た

(同
S
m
M
O
O
N

…N
h
f
H
d何
回

Z
o
-
-凶
)
。

一
一一一一



ま
た
、
全
て
の
政
党
が
「
製
品
志
向
型
政
党
」
か
ら
「
市
場
志
向
型
政
党
」

へ
と
単
線
的
な
発
展
を
辿
る
わ
け
で
は
な
い
。

二
O
O三

二
四

年
三
月
、
世
論
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ブ
レ
ア
が
イ
ラ
ク
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
「
製
品
志
向
型
政
党
」

へ
の
回
帰
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い

(
T諸
国
'
宮
内
W
H
∞
E
g昆
M
C
C

弁
工

'a)。

第
二
の
論
点
は
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
が
、
党
内
の
権
力
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
点
に
関
わ

る

(∞
gBBo--

3
3一
、
己
弁
当
包
括
N
C
C
U
一凶)。

そ
れ
は
、
党
首
へ
の
党
内
権
力
の
集
権
化
と
党
内
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
1
シ
ョ
ン
部
門
の
影
響
力
拡
大
と
い
う
形
を
と
っ
て
現
れ
た
。

政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
は
じ
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
展
開
は
、

そ
れ
を
担
う
部
局
を
ど
の
よ
う
に
組
織
化
す
る

か
と
い
う
組
織
的
戦
略
と
密
接
に
連
動
し
て
い
る
。
労
働
党
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
組
織
化
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
の
は
、
八

三
年
総
選
挙
の
敗
北
後
で
あ
る
。
労
働
党
の
八
三
年
総
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

ほ
と
ん
ど
組
織
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
派
と
左
派
の
党

内
対
立
を
背
景
に
指
導
者
間
の
発
言
に
統
一
が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
党
と
広
告
代
理
屈
と
の
調
整
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
党
本

部
を
中
心
に
指
揮
系
統
が
確
立
さ
れ
た
保
守
党
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
前
に
、
二
七
・
六
%
と
い
う
戦
後
以
来
最
低
の
得
票
率
を
記
録

し
た
こ
と
が
、
労
働
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
全
面
的
に
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
(
阿
君
。
E
お
F
3ま
一
き
七
日
)
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
の
変
化
に
対
す
る
労
働
党
の
組
織
的
対
応
と
そ
れ
に
伴
う
党
内
権
力
関
係
の
変
化
を
簡
単
に

八
三
年
総
選
挙
以
降
、

辿
っ
て
お
こ
う
。

キ
ノ
ッ
ク
党
首
は
ま
ず
、

一
九
八
三
年
一

O
月
、
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
全
体
を
統
括
す
る
組
織
と
し
て
、

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
委
員
会
」
(
門
。
百
回
豆
沼
∞
宵
包
括
可
円
。
自
自
宮
8
一C
S
C
)
を
設
置
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

C
S
C
の
設
置
は
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
上
の
理
由
以
上
に
、
左
派
の
影
響
力
下
に
あ
っ
た
全
国
執
行
委
員
会
を
迂
回
し
た
い
と
い
う
政
治
的
動
機
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
。

そ
れ
故
、

キ
ノ
ッ
ク
が
全
国
執
行
委
員
会
を
自
派
寄
り
の
体
制
に
固
め
て
し
ま
う
と
、

そ
の
役
割
は
低
下
し
て
い
き
、
別
の



と
こ
ろ
で
実
質
的
に
決
定
さ
れ
た
事
項
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
、

C
S
C
の
主
な
機
能
と
な
っ
た

(
∞
宮
司
這
志
一
説
)
。

C
S
C
の
設
置
に
伴
っ
て
、
組
織
的
改
革
が
進
ん
だ
。

な
か
で
も
重
要
な
の
が
、
党
本
部
事
務
局
の
改
編
で
あ
る
。
も
と
も
と
組
織
的

に
集
権
的
な
保
守
党
と
は
対
照
的
に
、
労
働
党
の
場
合
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
全
体
を
立
案
し
、
実
施
す
る
責
任
部
局
が
一
元
化

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
地
方
党
活
動
の
活
性
化
を
主
な
任
務
と
し
て
組
織
局
(
。
円
m
m
E
N
O
E
S
U
8
皇
5
8円

)

カま

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
中
心
に
新
聞
局

(
p
o
g
o自
8
)
の
担
当
と
さ
れ
て
き
た
。

一
九
八
五

年
一

O
月
の
労
働
党
年
次
党
大
会
で
、
党
本
部
事
務
局
の
一

一
部
局
は
三
部
局
に
整
理
統
合
さ
れ
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
広
報
・
メ
デ
ィ
ア

対
策
等
の
機
能
は
、
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
」
(
内
5
3
g
m
o
E
S
S
E
-
g
H
Z
E
g
g
s件

。
)

は
、
議
員
候
補
者
へ
の
選
出
に
よ
っ
て
九

O
年
六
月
に
そ
の
職
を

に
統
合
さ
れ
た
。

局
長
に
任
命
さ
れ
た
ピ

l
タ
l
・
マ
ン
デ
ル
ソ
ン

9
2
2
冨
g

円
四

o
z
g
)

辞
す
る
ま
で
、

キ
ノ
ッ
ク
党
首
の
報
道
官
で
あ
る
パ
ト
リ
シ
ア
・
ヒ
ュ

l
イ
ッ
ト

(
H
M
m
w
丹江

2
0
E
o
dそ
宮
)

と
共
に
、
党
の
全
般
的
な
キ
ャ
ン

ペ
l
ン
戦
略
の
立
案
や
選
挙
戦
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
計
画
・
実
施
の
主
た
る
責
任
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た

(∞

gd司
右
主
一

u
u
a
涼
凶
∞
)
。

大
工
り
に
、

こ
う
し
た
公
式
的
な
組
織
以
上
に
重
要
な
の
が
、
非
公
式
で
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
性
格
の
強
い
組
織
で
あ
る
。

一
九
八
五
年

。月、

C
S
C
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
営
チ

l
ム」

(PSHus-mロ
冨
g
m
m
o
s
s
g件

、
『

g
E
一
C
M
T
)

C
M
T
は
、
党
首
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
党
本
部
上
級
職
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
非
公
式
組
織
で
、

が
設
置
さ

れ
た
。

キ
ノ
ッ
ク
党
首
に
直
接
責
任
を
負
っ

た

(∞
gd司
右
玄
一
色
M
U

者
0
5
3
S
'
S
C
)
。

そ
し
て
、

よ
り
重
要
な
の
が
、
党
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
助
言
機
関
と
し
て
、

一
九
八
六
年
三
月
に
設
置
さ
れ
た
「
影
の
コ
ミ
ユ

ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
機
関
」
(
∞
富
島
。
者
向
0
5
5
g
5
5
5
〉

mo忠
明

S
C
A
)
で
あ
る
。

S
C
A
は
、
大
手
広
告
代
理
屈
で
あ
る

B
M
P
を
中
心

に
、
労
働
党
支
持
派
の
広
告
専
門
家
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

(門医
ω
2
5ロ
)
を
座
長
と
し
、

B
M
P
の
最
高
経
営
責
任
者
で
あ
る
ク
リ
ス
・
パ

ウ
エ
ル

一
五

O
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
は
広
告
代
理
屈
か
ら
の
出
向
と
い
う
形
を
と
っ
て
無
給
で
参
画

二
五



し
た
。
世
論
調
査
の
専
門
家
・
政
治
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ

l
ル
ド
が
、

S
C
A
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l

一一六

シ
ョ
ン
局
と
の
調
整
役
を
担
っ
た
。
グ

l
ル
ド
と
マ
ン
デ
ル
ソ
ン
は
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
両
者
を
通
じ
て
、

S
A
C
の
ア
イ
デ
ア
や
提

案
が
、
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
形
成
の
中
に
流
れ
て
い
っ
た

(∞

g
g
苫
玄
一
ヨ
ふ
∞
一
割
江
口
m
M
C
C
U
一
∞
宇
お
)
。

S
C
A
の
主
要
な
任
務
は
、
党
に
よ
る
広
報
・
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
立
案
に
助
言
・
支
援
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の

影
響
力
は
、
単
な
る
助
言
に
留
ま
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
現
代
的
な
選
挙
運
動
の
基
礎
は
、
定
期
的
な
世
論
調
査
と
分
析
に
あ
る
と
労
働

党
は
考
え
て
い
た
。

そ
の
た
め
、

S
C
A
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
要
テ

l
マ
や
概
念
を
事
前
に
テ
ス
ト
し
、

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
定
性
的
調
査
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
労
働
党
系
の
世
論
調
査
機
関
で
あ
る

M
O
R
I
が
パ
ネ
ル
調
査
を
は
じ
め
定
量
的
調
査
を
実
施

し、

S
C
A
が
定
性
的
調
査
を
担
当
す
る
と
い
う
、
あ
る
種
の
分
業
が
確
立
し
て
い
た
。

フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
役
割
は
、
定
量
的

調
査
に
集
約
さ
れ
た
デ

l
タ
の
意
味
を
解
釈
し
、
有
権
者
の
認
識
や
選
好
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
さ
に

S
C
A
が
も
っ
定

性
的
調
査
デ

l
タ
と
そ
の
解
析
能
力
こ
そ
が
、
決
定
的
に
重
要
な
権
力
リ
ソ
ー
ス
と
な
っ
た
。

S
A
C
の
解
釈
が
党
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ

ン
全
体
を
方
向
付
け
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

S
A
C
は
労
働
党
の
戦
略
思
考
や
政
策
決
定
に
相
当
な
影
響
を
与
え
た

(∞
F
m凶者

-
3
h
F…
。
ム
リ

】

hFat-hH
∞)。

こ
う
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
導
入
と
共
に
、
八

0
年
代
中
葉
以
降
、
党
内
権
力
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
質
的
に
支
配
す

る
党
本
部
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
、

S
A
C
、
そ
し
て
両
者
の
政
治
的
後
ろ
盾
で
あ
り
、

こ
れ
ら
と
密
接
な
連
携

を
保
持
し
て
い
た
党
首
室
へ
と
集
権
化
さ
れ
て
い
く
。
特
に
、

一
九
八
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
政
策
見
直
し

(
唱
。
口
。
山
、
問
。

iod弓
)

の
過
程

で、

S
A
C
は
「
党
指
導
部
権
力
の
有
力
な
道
旦
(
」
と
な
っ
た

(
到
に
E
m
M。。山山一弓∞)。

し
か
し
、
九
二
年
総
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
の
敗
北
を
受
け
て
、

ス
ミ
ス
党
首
は

S
C
A
を
廃
止
し
た
。

S
C
A
は
党
の
キ
ャ
ン
ペ

i

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
不
当
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
、
政
策
の
提
示
や
粉
飾
に
拘
っ
て
政
策
の
内
容
を
蔑
ろ
に
し
た
等
、



影
の
有
力
閣
僚
を
中
心
に
党
内
批
判
が
沸
き
上
が
っ
て
き
た
と
が
、
背
景
に
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ス
ミ
ス
党
首
は
公
式
的
な
顧

客
企
業
関
係
に
基
づ
い
て
、
広
告
代
理
屈
を
党
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
雇
用
し
た
。
ま
た
世
論
調
査
デ
1

タ
に
つ
い
て
は
、
影
の
閣

僚
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

キ
ノ
ッ
ク
党
首
下
で
進
め
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

1
シ
ョ
ン
の
集
権
的
統
制
を
緩
和

す
る
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た

(∞

gdそ
這
玄
一

E
a
u

君
江
口
m
N
C
C
凶一

-
N
a
)
。

だ
が
、
九
四
年
に
党
首
に
選
出
さ
れ
た
ブ
レ
ア
は
、
九
五
年
九
月
、
「
総
選
挙
計
画
本
部
」

(Egg-
巴
o
a
g】

M
E
s
s
m
Q
2
1
を
新

た
に
設
置
し
、

マ
ン
デ
ル
ソ
ン
を
本
部
長
に
就
任
さ
せ
る
と
共
に
、

ミ
ル
パ
ン
ク
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
移
し
た

(
回
豆
町
片
言
内
田
阿
君

gmwm}H3ヨ
一
凶
∞
)
。
以
来
、

ブ
レ
ア
党
首
は
党
本
部
と
地
方
組
織
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
結
び
、
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
党
本
部
、

よ
り
正
確
に
言
え
ば
党
首
室
主
導
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
徹
底
的
に
推
進
し
て
い
く
。
先

に
明
ら
か
に
し
た
。
フ
レ
ア
政
権
下
に
お
け
る
首
相
官
邸
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集
権
的
統
制
は
、
「
政
府
の
ミ
ル
パ
ン
ク
化
」

(冨

E
Z
E
r
E
z
s
。『加。〈
0
3
5
8
H
)
と
榔
撤
さ
れ
る
よ
う
に

(司
g
E
S
N
0
2
7
凶
弁
当
包
括
M
C
C
凶
一
志
同
)
、
野
党
時
代
の
方
式
を
そ
の
ま

ま
政
権
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

プ
レ
ア
労
働
党
の
広
報
戦
略
担
当
部
局
は
、

マ
ン
デ
ル
ソ
ン
や
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
代
表
さ
れ
る
に
よ
う
に
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
者
や

報
道
機
関
出
身
者
が
主
要
ポ
ス
ト
を
占
め
た
。

そ
こ
に
、
世
論
調
査
の
専
門
家
、
広
告
代
理
屈
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
専
門
家
が
多
く
関

与
し
、
実
質
的
な
企
画
運
営
を
担
っ
た
。

キ
ノ
ッ
ク
党
首
期
の
場
合
と
同
様
、
世
論
調
査
機
関
で
あ
る

N
O
P
が
定
量
的
調
査
を
、
グ
ー

ル
ド
が
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
定
性
的
調
査
を
担
当
し
た
。

」
れ
ら
専
門
家
集
団
は
、
世
論
調
査
を
繰
り
返
し
行
い
、
世
論
の

支
持
を
得
や
す
い
争
点
設
定
や
政
策
内
容
を
提
言
し
て
い
く
。

そ
の
場
合
、
政
策
追
求
よ
り
も
有
権
者
の
支
持
拡
大
が
優
先
さ
れ
た
。

つ

ま
り
、
選
挙
に
勝
て
る
か
ど
う
か
、

(o-
。。
s
E
S
)
と
い
う
観
点
か
ら
、
党
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
が
単
に
広
報
戦
略
の
み
な
ら
ず
、
政
策

の
中
身
自
体
を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

二
七



こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
展
開
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
専
門
職
化
を
も
た
ら
し
、

そ
の
こ
と
が
結
果

二
八

的
に
党
指
導
部
の
戦
略
的
自
律
性
を
高
め
、
党
首
へ
の
党
内
権
力
の
集
権
化
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。
党
組
織
内
に
お
い
て
専
門
職
が
中

心
的
な
役
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
に
伴
う
党
内
権
力
関
係
に
お
け
る
党
指
導
部
の
優
位
と
い
う
点
で
、
八

0
年
代
中
葉
以
降
、
労

働
党
は
パ

l
ネ
ビ
ア
ン
コ
が
概
念
化
し
て
い
る
「
選
挙
専
門
家
政
党
」
(
巴
S
E
E
-
B官。同
a
s
s
-
3
3
)
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ

う

(

司

g
o
E
8
8
3∞W
M
宏
一
村
上
訳
二

O
O五
、
二
七

O
頁
一
君
。
σ
σ
3忠一
N

∞H
a
N
∞
片
岡
色
町
O
B
S
S品
∞
冨
3
2
3ヨ
一
-
∞
工
∞
日
君
。

g

N
c
c
c

…N
C
∞'
N
C

。)。

な
お
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
専
門
職
化
に
つ
い
て
は
、
「
ア
メ
リ
カ
化
」
(
〉
5
3
g邑
N

色
。
ロ
)
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
、
ブ
レ

ア
労
働
党
は
九
七
年
総
選
挙
に
む
け
て
選
挙
対
策
の
ス
タ
ッ
フ
を
ク
リ
ン
ト
ン
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
「
ク
リ
ン
ト

ン
化
」

(
n
z
E
8
2
9
t。
ロ
)
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

ク
リ
ン
ト
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
手
法
を
多
く
採
り
入
れ
た
(
回
呈
2

8
品
開

2
0
5
m
F
Sヨ一

3UN3)。
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、

ア
メ
リ
カ
ほ
ど
に
は
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
産
業
は
発
達
し
て
お
ら
ず
、
政
党
に
代
わ
っ
て

広
告
代
理
屈
や
世
論
調
査
機
関
の
専
門
家
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
略
決
定
の
重
心
は
依
然
と
し

て
政
党
の
側
に
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
政
党
主
導
型
、

よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
党
首
室
を
中
心
と
す
る
党
指
導
部
主
導
型
の
専
門
職
化
と

(
民
国
宝
-
o
m
w
E
CユS
F
m
o含・
N
e
e
-
一
E
U
S
)
。

い
う
の
が
実
態
に
近
い

第
三
の
論
点
し
て
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
議
論
は
、
選
挙
市
場
に
お
け
る
有
権
者
の
ニ
!
ズ
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、

そ
れ
に

適
合
す
る
こ
と
が
政
党
の
選
挙
勝
利
に
つ
な
が
る
と
の
発
想
に
立
っ
て
い
る
。
市
場
に
対
し
て
政
党
を
受
動
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
る
一

方
、
市
場
の
シ
グ
ナ
ル
を
絶
対
視
す
る
市
場
万
能
主
義
的
な
視
座
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
有
権
者
の
政
策
選
好
へ
の
適
合

(官
o
p
gロ
g
'
8
8自
主
主
ロ
伺
)
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
政
党
が
有
権
者
の
選
好
を
方
向
付
け
る

(官。同
1058BωF85m)
と
い
う
側
面
に

も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
政
治
的
空
間
の
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
ブ
レ
ア
労
働
党
の
選
挙
勝
利
を
分
析
し
た
ヒ
ン
ド
ム

l
ア
の
研

究
で
あ
る
。
九
七
総
選
挙
に
お
け
る
ブ
レ
ア
労
働
党
の
勝
因
に
つ
い
て
は
、
保
守
党
の
設
定
し
た
政
策
枠
組
を
受
け
入
れ
た
こ
と
な
ど
、

労
働
党
の
政
策
転
換
に
求
め
る
論
調
が
強
い
。
中
位
投
票
者
へ
の
政
策
的
接
近
に
勝
因
を
見
る
、
ダ
ウ
ン
ズ
的
政
治
空
間
・
政
治
的
競
争

モ
デ
ル
に
対
し
て
、

ヒ
ン
ド
ム

1
ア
は
政
治
的
中
心
(
唱
。
-
E
g
-
g
E
B
)
そ
の
も
の
が
、
所
与
と
し
て
固
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、

レ
ト
リ
ッ
ク
を
通
じ
て
政
党
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
社
会
的
構
成
論
、

フ
レ

i
ミ
ン
グ
論
を
分
析
の
基
底
に

置
い
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
他
な
ら
ぬ
政
治
的
議
論
を
通
じ
て
、
政
党
は
自
分
の
位
置
を
確
立
し
、

政
治
的
支
持
を
得
ょ
う
と
す
る
。

一
定
の
政
策
を
採
用
す
る
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
家
は
単
純
に
政
治
的
中
心
に
移
動
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
政
治
的
空
間
に
お
け
る
政
策
の
位
置
は
、
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
固
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
か
ら
で
あ
る
。
多
様
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
つ
つ
、
政
党
は
自
分
た
ち
が
穏
健
な
政
治
的
中
心
に
位
置
し
、
野
党
が
政
治
的
に
極
端

な
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
有
権
者
に
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
巨

E
s。
5
M
g弁
む
。

ヒ
ン
ド
ム

l
ア
に
よ
る
と
、

ブ
レ
ア
労
働
党
は
、

レ
ト
リ
ッ
ク
、
政
策
革
新
、
認
識
枠
組
の
設
定
(
営
g
g
m
)
と
い
う
政
党
が
利
用
し

う
る
方
法
を
駆
使
し
て
、
自
党
の
政
策
的
位
置
が
政
治
的
中
心
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
有
権
者
に
積
極
的
に
訴
え
よ
う
と
し
た
。
労
働
党

の
勝
因
は
そ
の
成
功
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
地
方
分
権
、
最
低
賃
金
問
題
、

一ュ

l
デ
ィ

l
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
教
育
ア
ク
シ
ヨ

ン
ゾ

l
ン
政
策
、

E
U
問
題
、
税
政
策
等
、

ヒ
ン
ド
ム

l
ア
は
多
岐
な
項
目
に
わ
た
っ
て
具
体
的
な
分
析
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
立
ち
入
ら
な
い
。
労
働
党
の
選
挙
勝
利
を
左
l

右
次
元
の
空
間
モ
デ
ル
と
政
策
的
位
置
を
め
ぐ
る
政
治
的
競
争
モ
デ
ル
で
説
明
す
る
こ

と
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

い
ず
れ
も
判
断
に
基
づ
く
投
票
に
属
す
る
と
は
い
え
、
筆
者
自
身
は
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
有
権
者
は
各
党
の
政
策
的
立
場
よ
り
も
、
経
済
全
体
の
運
営
能
力
や
政
策
遂
行
能
力
を
投
票
行
動
の
判
断
基
準
と
す

る
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
と
の
考
え
に
立
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
政
党
を
市
場
へ
の

二
九



受
動
的
存
在
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
認
識
枠
組
の
設
定
を
は
じ
め
、
政
党
の
主
体
的
な
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
政
党
と
有
権
者
と

三
O

の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
点
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
四
の
論
点
と
し
て
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
浸
透
・
拡
大
は
、
政
党
と
有
権
者
、

そ
し
て
両
者
を
媒
介
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
三
者

関
係
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

3

り
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
選
挙
で
の
支
持
獲
得
と
い
っ
た
短
期
的
な
目
標

を
最
優
先
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
、
有
権
者
を
政
治
参
加
型
の
市
民
で
は
な
く
受
動
的
な
消
費
者
と
し
て
し
ま
う
傾
向
等
、
政
治
的
マ

l

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
拡
大
に
批
判
的
な
意
見
が
あ
る
一
方
、
有
権
者
の
要
求
に
対
す
る
政
党
の
応
答
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、

肯
定
的
に
捉
え
る
立
場
も
あ
る

(
Z
g
'冨
g
z
g
E
M
o
o
-
一
MMMEMMM)
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
解
を
は
じ
め
、
実
態
的
か
つ
規
範
的
に
議
論
す
べ
き
点
は
多
い
が
、

こ
こ
で
指
摘
し
た
い

の
は
、
次
の
よ
う
な
関
係
変
化
で
あ
る
。

九
七
年
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
ブ
レ
ア
労
働
党
は
「
聞
か
れ
た
政
府
」

(
8
8
ち
5
5
5
0
5、
情
報
の
公
開
を
公
約
に
掲
げ
て
い

た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ア
政
権
一
期
・
二
期
を
通
じ
て
、
政
策
決
定
過
程
は
首
相
官
邸
内
へ
と
、

そ
の
な
か
で
も
さ
ら
に
首
相
側
近
グ
ル

I

プ
へ
と
集
権
化
の
傾
向
を
強
め
た
。
与
党
議
員
が
下
院
議
席
の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
る
状
況
で
、
ブ
レ
ア
は
議
会
へ
の
説
得
を
必
ず
し

も
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
、
ブ
レ
ア
は
歴
代
の
首
相
の
中
で
議
会
へ
の
出
席
日
数
が
最
も
少
な
い
首
相
で
あ
り
、
議
会
で
の
報

告
よ
り
も
む
し
ろ
、
記
者
会
見
で
主
要
な
政
策
声
明
を
行
う
こ
と
を
好
む
と
い
う
。
政
権
内
の
最
終
的
決
定
機
関
で
あ
る
内
閣
は
、
明
ら

か
に
そ
の
役
割
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
閣
議
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
に
聞
か
れ
る
が
、

一
時
間
を
超
え
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、

。
分
程
度
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
実
質
的
な
審
議
と
決
定
は
、
首
相
を
中
心
と
す
る
側
近
集
団
内
で
行
わ
れ
、
閣
議
は
単
な
る

追
認
の
場
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

議
会
や
内
閣
が
そ
の
影
響
力
を
実
質
的
に
希
薄
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
首
相
と
有
権
者
が
直
接
向
か
い
合
う
形
が
進
行
し
つ
つ
あ



る
。
ブ
レ
ア
政
権
は
、
各
種
世
論
調
査
を
通
じ
て
、
世
論
の
動
向
を
探
ろ
う
と
す
る
。
他
方
、
有
権
者
は
、
経
済
運
営
能
力
を
は
じ
め

政
権
の
実
績
へ
の
評
価
を
基
準
に
、
政
治
的
態
度
を
決
め
る
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
世
論
調
査
を
通
じ
て
、
有
権
者
の
選
好
は
政
治
的
に

表
明
さ
れ
る
と
は
言
え
、
有
権
者
側
の
意
思
表
示
は
、
実
質
的
に
確
定
さ
れ
た
事
項
に
対
す
る
単
な
る
諾
否
で
し
か
な
い
場
合
が
多
い
。

そ
の
意
味
で
、
政
権
と
有
権
者
の
関
係
は
、

メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
た
人
民
投
票
的
(
官
庁
E
2
5
q
)
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ

，っ。
結
び
に
代
え
て

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
い
、
複
雑
性
と
不
確
実
性
を
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
九

0
年
代
以
降
の
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
中
で
、
ブ
レ
ア
政
権
が
採
っ
た
戦
略
は
、
首
相
官
邸
を
中
心
に
政
治
情
報
の
流
れ
を
集
権
的
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
歴
代
の
い
か
な
る
政
権
に
も
ま
し
て
政
策
を
ど
う
売
り
込
む
か
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

重
要
視
し
た
。

(
唱
。

5
8
3身

g
B同
呂
町
官
民
話
包
邑
巳
寄
笠
宮
戸
)
と
榔
検
さ
れ
る
ほ
ど
、
政
権

全
期
を
通
じ
て
恒
常
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
を
展
開
し
た
点
に
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要

し
か
も
、
「
恒
常
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
政
府
」

視
せ
ざ
る
を
え
な
い
構
造
的
要
因
が
、
有
権
者
の
党
派
的
・
階
級
的
脱
編
成
に
加
え
、
保
守
・
労
働
両
党
間
で
の
政
策
的
相
違
の
縮
小
化

に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、

一
国
の
政
府
が
採
り
う
る
政
策
選
択
の
幅
は
著
し
く
狭
ま
り
つ
つ
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
扱
っ

た
問
題
は
単
に
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
現
代
社
会
に
共
通
す
る
傾
向
と
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
先
進
諸

国
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
総
じ
て

「
人
民
投
票
的
」
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う

(
g
m
C
E
r
o

吉
弘
司
o
t
σ
N
C
C
U



凶
一
明
品
目
凶
一
凶
一
月
)
。

一一一一一

イ
メ
ー
ジ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
け
に
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
世
論
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
。

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
、
九
七
年
総
選
挙
が
史
上
最
低
の
投
票
率
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
有
権
者
の
政
治
参
加
や
政
治
的
知
識

に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
改
め
て
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一ュ

l
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、

シ
ニ
シ
ズ
ム
を
助
長

し
、
政
治
参
加
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
と
指
摘
す
る
研
究
が
あ
る
一
方
で
、

そ
う
し
た
見
方
に
批
判
的
な
研
究
も
多
い
。
例
え
ば
、

ノ
リ
ス

ら
に
よ
る
と
、
長
期
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
く
注
意
を
向
け
て
い
る
人
ほ
ど
、

平
均
的
な
有
権
者
に
比
べ
て
、
政
党
の
政
策
や
候
補
者
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
知
識
を
有
し
、
投
票
率
も
高
い
。
し
か
し
、
短
期
的
な
メ

デ
ィ
ア
効
果
に
つ
い
て
は
、
異
な
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
九
七
年
総
選
挙
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
の

選
挙
報
道
に
触
れ
た
人
々
は
、
特
に
政
治
的
知
識
を
高
め
た
わ
け
で
も
、
参
加
意
欲
を
低
下
さ
せ
た
わ
け
で
も
な
い
。
政
治
的
知
識
や
政

治
参
加
の
レ
ベ
ル
の
変
化
に
対
し
て
、
肯
定
的
な
も
の
で
あ
れ
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
れ
、
短
期
的
に
は
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
影

響
を
与
え
て
い
な
い
と
い
う

(
Z
。RZ
O
H
包
・
-
。
ゅ
ゆ
)
。

こ
の
問
題
は
、

一
般
に

「
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ニ
シ
ズ
ム
」

(saEE自
己
言
。
)
仮
説
と
定
式
化
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
充
分
に
取

り
上
げ
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
拡
大
が
、
世
論
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
等
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。

守

L.. 

う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

*
本
稿
は
、
二

O
O五
年
度
日
本
選
挙
学
会
(
於
愛
知
学
院
大
学
)

の
分
科
会
D
・
比
較
部
会
I

「
比
較
の
な
か
の
メ
デ
ィ
ア
政
治
」
に
お
い
て
、
「
ブ
レ

ア
政
権
の
メ
デ
ィ
ア
政
治
」
と
題
し
て
報
告
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
分
科
会
D
の
司
会
者
で
あ
る
谷
聖
美
、
報
告
者
で
あ
る
池
谷
知
明
、
谷
口



将
紀
、

コ
メ
ン
テ
イ
タ
!
と
し
て
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ
た
吉
野
孝
、
春
名
幹
男
の
各
氏
、

そ
し
て
質
問
・
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ
た
参
加
者
の
方
々

に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
2
)
 

(
1
)
 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
変
化
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
谷
藤
氏
(
一
九
九
七
)

や
秋
本

氏
(
一
九
九
二
、

の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
谷
藤
氏
の
論
考
は
、
第
二
次
大
戦
以
来
の
変
化
を
手
際
よ
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
が
、
九
四

一
九
九
九
)

年
に
ブ
レ
ア
が
労
働
党
党
首
に
選
出
さ
れ
て
以
降
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
状
況
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
秋
本
氏
の
論
考
は
、
八

0
年
代
中
葉
以
降
、

九
七
年
総
選
挙
に
至
る
ま
で
、
短
期
・
長
期
を
含
め
、
保
守
・
労
働
・
自
民
主
要
三
政
党
の
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
戦
略
の
変
化
を
、
組
織
的
・

政
治
的
・
経
済
的
局
面
の
三
つ
に
分
け
て
詳
細
に
分
析
し
て
お
り
、
本
稿
も
氏
の
分
析
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
秋
本
氏
の
場
合
、

八

0
年
代
半
ば
以
降
の
メ
デ
ィ
ア
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
展
に
よ
る
政
党
間
競
争
の
活
性
化
、
ブ
レ
ア
政
権
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
モ
ダ

ニ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
進
行
・
成
功
と
い
っ
た
指
摘
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
連
の
変
化
と
そ
の
方
向
性
を
肯
定
的
に
捉
え
る
視
点
が
基
調
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
両
氏
の
論
考
に
示
唆
を
得
つ
つ
も
、
ブ
レ
ア
政
権
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
実
態
と
そ
れ
が
政
党
政
治
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
か
、
労
働
党
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
む
し
ろ
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
視
点
か
ら
そ
の
問
題
点
も
含
め
分
析
・
考
察
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

旧
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
党
の
経
済
運
営
能
力
や
政
策
遂
行
能
力
へ
の
評
価
を
生
み
出
す
核
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
党
や
党
首
に
対
す
る
イ

メ
1
ジ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
党
内
対
立
や
分
裂
は
、
こ
う
し
た
評
価
に
強
く
作
用
す
る
。
こ
れ
ま
で
保
守
党
は
、
政
権
掌
握
を
接
着
剤
に
し
て
党
の
統

一
、
党
首
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
し
て
き
た
し
、
そ
の
こ
と
が
、
保
守
党
の
経
済
運
営
能
力
に
対
す
る
高
い
評
価
を
生
み
出
す
一
因
と
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

E
U
問
題
を
め
ぐ
る
保
守
党
の
党
内
対
立
は
、
党
の
統
一
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
従
来
保
守
党
が
得
て
い
た
評
価

を
損
な
い
、
保
守
党
の
無
能
・
無
策
を
印
象
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
を
は
じ
め
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
側
も
、

E
U
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
策
の
内

容
以
上
に
、
保
守
党
の
党
内
対
立
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
(
阪
野

一
九
九
九
、

一
一
八
頁
)
。
そ
し
て
他
な
ら
ぬ
労
働
党
自
身
、

一一一一一一



(
3
)
 特

に
一
九
七

0
年
代
末
か
ら
九

0
年
代
を
通
じ
て
、
経
済
政
策
や
一
方
的
核
兵
器
廃
絶
問
題
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
争
点
と
密
接
に
連
動
す
る
党
組
織
改

三
四

革
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
い
党
内
対
立
を
示
し
て
き
た
。
ブ
レ
ア
労
働
党
が
野
党
期
か
ら
政
権
期
を
通
じ
て
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
狂
」

(。。毘
B-

聞
広
島
田
)
と
榔
撤
さ
れ
る
ほ
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集
権
的
統
制
を
徹
底
し
て
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
党
お
よ
び
政
権
内
の
意
見
対
立

を
抑
制
し
、

メ
デ
ィ
ア
に
つ
け
込
ま
れ
る
機
会
を
与
え
な
い
と
の
意
図
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

九
四
年
以
降
、
九
七
年
総
選
挙
前
ま
で
に
グ

1
ル
ド
は
三

O
O回
を
超
え
る
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
。
九
七
年
総
選
挙
の

告
示
後
、
選
挙
期
間
中
に
お
い
て
も
七

O
回
を
超
え
る
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
調
査
が
行
わ
れ
た
(
当
g
m
N
C
C円

EU)。

(
4
)
 

一
九
九
五
年
ブ
レ
ア
党
首
の
首
席
補
佐
官
に
就
任
、
ブ
レ
ア
氏
の
首
相
就
任
後

nFユ
m
g
g
oロ
の
弟
で
あ
る

Z
E吾
S
F毛
色
は
外
交
官
出
身
で
、

は
、
そ
の
ま
ま
首
席
秘
書
官
に
就
任
し
た
。
他
方
、

2
5
3者
。
ロ
の
兄
で
あ
る
の
町
包

g

g
毛
色
は
、

サ
ッ
チ
ャ

1
首
相
の
首
席
秘
書
官
で
あ
っ
た
。

(
5
)
 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ

1
ル
ド
は
、

一
九
五

O
年
三
月
生
れ
、

L
S
E
で
修
士
号
を
取
得
し
た
後
、

一
0
年
間
ほ
ど
広
告
業
界
に
身
を
置
い
て
い
た
。
八

五
年
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
長
に
就
任
し
た
マ
ン
デ
ル
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
世
論
調
査
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
専
門
家

と
し
て
雇
用
さ
れ
て
以
来
、
労
働
党
の
現
代
化
(
目
。
号
B
町
色
。
ロ
)
、

z
o
g
E
σ
o
E
の
立
て
役
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
グ
l
ル
ド
は
、
過
去
二
二
年
間

以
上
に
も
わ
た
っ
て
労
働
党
指
導
部
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
ブ
レ
ア
党
首
の
中
心
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
ブ
レ
ア
に
対
し
て
も
っ

と
も
恒
常
的
に
影
響
力
を
与
え
た
一
人
で
あ
っ
た
。

マ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
依
頼
を
受
け
て
、
八
五
年
一
二
月
、
グ

i
ル
ド
は
党
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
六
四
頁
に
わ
た
る
調
査
報
告
書
を
提
出
、
現
状
を
痛
烈
に
批
判
し
、
大
手
広
告
代
理
屈
の
専
門
家
か
ら
な
る
影
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
関
の
設
置
を
提
案
し
た
。
八

0
年
代
中
葉
以
降
、
労
働
党
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
組
織
の
両
面
に
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

の
改
革
に
乗
り
出
す
が
、

(。。巳己目沼市町
MWW
凶
ム

t
u
a
u
ω
o
E
Oロ
M
。
。
与
一
口
市
w
l
】
凶
斗
)
。

そ
の
大
半
は
グ
l
ル
ド
の
提
言
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

(
6
)
 

パ
!
、
不
ビ
ア
ン
コ
の

「
選
挙
専
門
家
政
党
」
概
念
を
労
働
党
に
適
応
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も

シ
ョ
ウ
は
、
専
門
職
の

「
タ
イ
プ
」
と
い
う
点
か
ら
、

妥
当
で
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
労
働
党
の
場
合
、
専
門
職
の
タ
イ
プ
と
い
う
点
で
著
し
い
偏
り
が
あ
っ
た
。

S
C
A
の
メ
ン
バ
ー
は



専
ら
広
告
と
世
論
調
査
の
専
門
家
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
放
送
界
、
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
界
と
い
っ
た
他
の
タ
イ
プ
の
専
門
家
は
無
視

さ
れ
て
い
た
と
い
う

(∞『何
w
d

司】。。ム一

M
H
U
)

。
-マ-ゃ'-、

ふ
/
ふ
/

ブ
レ
ア
労
働
党
で
は
、
党
首
室
お
よ
び
首
相
官
邸
に
勤
務
す
る
特
別
顧
問
に
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
を

筆
頭
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
放
送
界
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
出
身
者
が
任
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
専
門
職
の
タ
イ
プ
の
偏
り
と
い
う
問
題
は
幾
分
か

解
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
7
)
 

フ
ァ
レ
ル
は
、

ア
メ
リ
カ
と
西
欧
諸
国
と
の
聞
に
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
し
て
収
数
化
が
見
ら
れ
る
と
し
つ
つ
も
、

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一寸

ア

メ
リ
カ
化
」

に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
技
法
・
実
践
を
全
面
的
に
採
り
入
れ
る

「
採
用
モ
デ
ル
」

(
白
号
室
S
E
O号-)
と
選
択
的
な
利
用
に
留
ま
る

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
デ
ル
」

(目

E
冨

ME∞
目
。
号
-
)

と
に
二
分
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、

西
欧
諸
国
の
場
合
、

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い

て
政
党
が
依
然
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
、

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
デ
ル
」

で
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と

結
論
し
て
い
る

(司釦門司
O口
NOON)
。
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